
content.

２ 病児・病後児保育が始まります 14 “私のおすすめウオーキングコース”紹介

４ 人間ドック・脳ドック検診費補助のお知らせ 18 教育のひろば　小幡小学校の取り組み

６ ４月に統一地方選挙が行われます 20 町のわだい　鬼は外！福は内！園児が節分の豆まき

11 ４つの財務書類を公表します 25 おしらせ版
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2023／No.768

福を呼ぶ豆まき、かわいい鬼の登場！
（関連ページは20ページ）



病
児
・
病
後
児
保
育
が
始
ま
り
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
福
祉
課
こ
ど
も
係
☎
(67）
５
１
９
４

そ
ん
な
時
は
、
病
児
・
病
後
児

保
育
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
保
護
者
の
子
育
て
と
就
労

の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
病
児
・
病

後
児
保
育
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

児
童
が
病
気
な
ど
で
集
団
保
育
が
困

難
な
と
き
に
、
仕
事
の
都
合
な
ど
で
家

庭
で
保
育
で
き
な
い
保
護
者
に
代
わ
っ

て
、
専
用
の「
病
児
・
病
後
児
保
育
室
」

で
一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

看
護
師
・
保
育
士
が
常
駐
し
て
い
ま

す
の
で
、安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
る
の
？

ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
る
の
？

●
甘
楽
町
ま
た
は
富
岡
市
に
住
所
を
有

す
る
児
童

●
町
内
の
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・

小
学
校（
２
年
生
ま
で
）に
通
う
児
童

ど
う
や
っ
て
利
用
す
る
の
？

ど
う
や
っ
て
利
用
す
る
の
？

電
話
で
予
約

症
状
や
希
望
す
る
日
時
な
ど
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

富
岡
市
甘
楽
郡
の
医
療
機
関
を
受
診

医
師
に「
診
療
情
報
提
供
書
」の
発

行
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
を
預
け
る

予
約
当
日
、「
病
児
・
病
後
児
保
育

室
」に
保
育
に
必
要
な
物
を
持
参
し

利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金
の
支
払
い

迎
え
に
来
た
時
に
利
用
料
金
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

か
ん
ら
保
育
園
の
敷
地
内
で

満
１
歳
〜
小
学
校
２
年
生
の
児
童
を
対
象
に

運営概要 ー かんらまち病児・病後児保育室 ー

事
前
登
録
・
予
約
・
問
い
合
わ
せ

病
児
・
病
後
児
保
育
室
☎
(74）
３
１
７
２

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

病
気
に
な
る
前
に

　

事
前
登
録
を
し
て
お
く
と
、
利
用

当
日
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

場　　所
〒370-2213　甘楽町大字白倉1380-1
（かんら保育園敷地内）

利用定員
１日につき最大４人
※２症例まで受け入れ可能

利用条件

次のいずれにも該当する児童
①病状の急変は認められないが、病気が
　回復していない（回復期も含む）
②勤務などの都合で家庭での保育が困難
③医師などの許可がある

対象年齢 満１歳～小学校２年生までの児童

利 用 日
月曜日～金曜日
※祝日、12月29日～１月３日は除く

利用時間 午前８時～午後５時30分（完全閉室）

給　　食

かんら保育園にて調理提供（おやつ込み）
※離乳食、アレルギー食の人は給食提供が
　できないため、お弁当とおやつ（２回分）
　を持参してください。

４４月月１１日日
からから

予約
先着順

１３４

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
け
ど

仕
事
を
休
め
な
い

子
ど
も
の
病
気
が
治
り
き
っ
て

い
な
い
の
で
園
に
は
行
け
な
い

２

▼

保育園敷地内
南西の建物です

２つの保育室を完備

町政の動き
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新型コロナワクチン接種のお知らせ新型コロナワクチン接種のお知らせ
■ 健康課 新型コロナウイルス感染症予防対策室 ☎67-5159　FAX67-7066

ふるさとづくり寄附金
事業の区分 氏　　　名 金　額

自然環境の保全に関する事業 長岡勝美（神奈川県川崎市） 100,000円

子育て支援に関する事業 長岡静江（神奈川県川崎市） 100,000円

（２月13日入金確認まで。敬称略・公表希望のみ掲載）

●●● 善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします ●●●

企業版ふるさと納税
甘楽の天然水商品化プロジェクト

　事業の趣旨に賛同し、下記の企業が寄附されました。

（２月13日入金確認まで。公表希望のみ掲載）

企　業　名 金　額

ファームランド株式会社（前橋市） 500,000円 目録を茂原町長に手渡す
ファームドゥグループの岩井雅之代表（右）

■「接種券付き予診票」を用意して、下記の方法で予約してください。

 発熱など感染の心配のあるときは 発熱など感染の心配のあるときは

●コロナワクチン接種相談・予約センター
    ☎ 0 1 2 0 - 5 0 0 - 6 6 2
　　 月～金曜日（祝日を除く）　午前９時～午後５時
   ●スマートフォン（LINE）
　　 「富岡市公式LINE」を友だち登録してください。

▲富岡市公式
　LINEはこちら

予約には
券番号が
必要だよ

❶ ❶ まずは  かかりつけ医かかりつけ医  に
　お電話を

　発熱や咳、のどの痛みなど気になる症
状がある場合はかかりつけ医に相談しま
しょう。

❷ ❷ かかりつけ医がない場合は

または県のホームページで診療、検査を行う
病院（診療検査外来）を確認してください。

「群馬県受診・相談コールセンター」
 ☎0570－082－820
　　（土日祝日、24時間対応）

～ 接種を希望する人は、早めに接種しましょう ～～ 接種を希望する人は、早めに接種しましょう ～

広報かんら／2023.3.13



公立富岡総合病院（富岡市）
くすの木病院（藤岡市）
三愛会（高崎市）
黒沢病院附属
ヘルスパーククリニック（高崎市）
真木病院（高崎市）
日高病院（高崎市）
公立藤岡総合病院（藤岡市）

日帰り人間ドック（半日） ※３ 26,000円

日帰り人間ドック（１日） ※３ 37,000円

１泊２日人間ドック 42,000円

脳ドック ※４ 26,000円

※ ３　日帰り人間ドックと同時に婦人科検診を受ける場合は、
子宮がん検診2,000円・乳がん検診（マンモグラフィー）
2,000円を加えて補助します。
※４　脳ドックは、脳のみの単独検査となります。

≪対象医療機関≫ ≪町が補助する金額≫

令
和
５
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
補
助
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
健
康
課
国
保
係
☎
(67）
５
１
７
２

　

町
で
は
毎
年
、
甘
楽
町
国
民
健
康
保

険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
検
診
費
補
助（
費
用
額
の
３
分
の
２

程
度
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
で

き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。甘

楽
町
国
民
健
康
保
険
の
人

①
35
歳
以
上
の
被
保
険
者（
※
１
）

②
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

③
国
保
が
実
施
す
る「
特
定
健
診
」や
町

が
実
施
す
る「
各
種
が
ん
検
診
」を
受

け
な
い
人（
※
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
人

①
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者（
※
１
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
人

③
町
が
実
施
す
る「
基
本
健
診
」や「
各

種
が
ん
検
診
」を
受
け
な
い
人（
※
２
）

※
１　

人
間
ド
ッ
ク
受
検
日
に
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
２　

人
間
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み
を
し

た
場
合
、
人
間
ド
ッ
ク
が
優
先
さ
れ

町
の
検
診
な
ど
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
脳
ド
ッ
ク
の
み
を
申
し
込

ん
だ
人
は
、
町
の
検
診
な
ど
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

　

郵
送
さ
れ
る
検
診
費
補
助
申
請
書

を
記
入
し
、
保
険
証
を
持
参
の
う
え
、

受
検
日
ま
で
に
健
康
課
国
保
係（
に
こ

に
こ
甘
楽
内
）で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
の
で
き
る
人

▼
受
検
期
間

▼
申
し
込
み
方
法

健
康
管
理
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

人
間
ド
ッ
ク
検
診

▼
自
己
負
担
額
は
３
分
の
１
程
度
で
す

　

行
政
区
は
、
町
と

連
携
し
て
地
域
で
活

動
す
る
自
治
組
織
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
心

的
な
担
い
手
で
す
。

住
民
同
士
の
親
睦
や

生
活
環
境
の
維
持
な

ど
の
自
主
活
動
の
ほ
か
災
害
時
の
助

け
合
い
、
高
齢
者
の
見
守
り
、
子
ど

も
の
安
全
対
策
な
ど
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
頼
り
に
な
る
の
は
ご
近
所
の

助
け
合
い
で
す
。

　

区
の
活
動
に
参
加
し
て
ふ
れ
あ
い

の
輪
を
広
げ
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
主
な
活
動

　

環
境
美
化
、
防
災
活
動
、
防
犯
活

動
、
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
、
募
金
の
協
力
な
ど

▼
加
入
方
法

　

ま
だ
未
加
入
で
加
入
を
希
望
す
る

人
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
区
長
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

つながる
地域の輪

行
政
区
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

行
政
区
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

■
総
務
課
行
政
係
☎
(74）
３
１
３
２

申
し
込
み
は

申
し
込
み
は

「
に
こ
に
こ
甘
楽
」へ

「
に
こ
に
こ
甘
楽
」へ

町政の動き
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長
寿
の
里
・
か
ん
ら
を
目
指
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
福
祉
課
介
護
保
険
係
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
(67）
５
１
８
２

「
ご
長
寿
調
査
」実
施
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
高
齢
期
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
低
下
し
て
い
る
生
活
機

能
を
早
期
に
見
つ
け
機
能
の
改
善
に
つ

な
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た「
ご
長
寿
調

査
」を
、
令
和
元
年
度
か
ら
４
年
間
に

わ
た
り
新
屋
、
小
幡
、
福
島
、
秋
畑
地

区
の
順
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

自
宅
に
住
む
75
歳
以
上
の
高
齢
者

（
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
を
除
く
）を

対
象
に
調
査
票
を
送
付
し
、
日
常
生
活

や
体
の
様
子
を
回
答
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。調

査
結
果
を
活
用
し
て
い
ま
す

　

全
地
区
で
回
答
率
98
％
を
超
え
た
調

査
結
果
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
基
本
情
報
と
し

て
管
理
し
、
各
種
介

護
予
防
事
業
の
ご

案
内
や
介
護
相
談

に
役
立
て
て
い
ま

す
。

対象地区（実施年度） 新屋地区（R1） 小幡地区（R2） 福島地区（R3） 秋畑地区（R4）

回答者数 410人 467人 424人 125人

介護予防が
必要な項目

運動機能 58人（14.1％）49人（10.4％）55人（12.8％）31人（24.8％）
閉じこもり 14人（3.4％） 55人（11.7％）50人（11.7％）35人（28.0％）
うつ傾向 18人（4.3％） 36人（7.7％） 22人（2.1％） 13人（10.4％）

「ご長寿調査」の結果

※「令和元年度版 フレイル予防標準テキスト（群馬県）」より

結
果
か
ら
見
え
る
こ
と

結
果
か
ら
分
か
る
こ
と

自
分
で
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を

　

自
分
の
生
活
機
能
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
調
査
票
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

チ
ェ
ッ
ク
し
た
結
果
、
体
の
状
態
に

変
化
が
あ
っ
た
際
は「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
介
護
、

介
護
予
防
に
関
す
る
こ
と
、
暮
ら
し
や

認
知
症
に
関
す
る
相
談
に
窓
口
・
電

話
・
訪
問
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

「
調
査
票
」は
こ
ち
ら
か
ら
▼

体の状態に変化が見られると、次のような可能性があります。体の状態に変化が見られると、次のような可能性があります。

長
寿
の
里
・
か
ん
ら
を
目
指
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
福
祉
課
介
護
保
険
係
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
(67）
５
１
８
２

対象地区（実施年度） 新屋（R1） 小幡（R2） 福島（R3） 秋畑（R4）

回答者数 410人 467人 424人 125人

介護予防が
必要な項目

運動機能 58人（14.1％）49人（10.5％）55人（13.0％）31人（24.8％）
閉じこもり 14人（3.4％） 55人（11.8％）50人（11.8％）35人（28.0％）
うつ傾向 18人（4.4％） 36人（7.7％） 22人（5.2％） 13人（10.4％）

「ご長寿調査」の結果

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
つ
ま
で
も
元
気
に

●
全
地
区
と
も
１
割
を
超
え
る
人

に
運
動
機
能
の
低
下
が
あ
り
、
半

数
以
上
の
人
が
体
に
な
ん
ら
か
の

痛
み
が
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

特
に
膝
や
腰
、
足
の
痛
み
を
抱
え

る
人
が
多
く
、
痛
み
に
よ
り
生
活

機
能
の
低
下
が
進
む
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
か
、
流
行
前
に
調
査
し
た

新
屋
地
区
と
流
行
後
の
地
区
を
比

較
す
る
と
、
閉
じ
こ
も
り
傾
向
の

人
の
割
合
が
３
倍
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
閉
じ
こ
も
り
傾

向
が
高
い
と
う
つ
傾
向
も
上
が
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

結
果
か
ら
見
え
る
こ
と

結
果
か
ら
分
か
る
こ
と

体の状態に変化が見られると、次のような可能性があります。体の状態に変化が見られると、次のような可能性があります。
＜口腔機能の低下＞

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て 

い
つ
ま
で
も
元
気
に

い
つ
ま
で
も
元
気
に
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４
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
甘
楽
町
選
挙
管
理
委
員
会
☎
(74）
３
１
３
２

告示日
（立候補届出日） ３月31日（金）

選挙運動期間 ３月31日（金）～４月８日（土）

投票できる人
平成17年４月10日までに生まれた人で、令
和４年12月30日までに住民登録がされ、引
き続き住民基本台帳に登録されている人。

期日前投票

選挙当日、仕事や用事、旅行や入院などのた
めに投票所に行けない人は、次のとおり期日
前投票をすることができます。

４月１日（土）～４月８日（土）
時間：午前８時30分～午後８時
場所：甘楽町役場１階
持参するもの：入場券（はがき）

告示日
（立候補届出日） ４月18日（火）

選挙運動期間 ４月18日（火）～４月22日（土）

投票できる人

平成17年４月24日までに生まれた人で、今
年の１月17日までに住民登録がされ、引き続
き住民基本台帳に登録されている人。
選挙当日までに町外へ転出した人は投票でき
ません。

期日前投票

選挙当日、仕事や用事、旅行や入院などのた
めに投票所に行けない人は、次のとおり期日
前投票をすることができます。

４月19日（水）～４月22日（土）
時間：午前８時30分～午後８時
場所：甘楽町役場１階
持参するもの：入場券（はがき）

群馬県議会議員選挙
投票日　４月９日（日） 群

馬
県
議
会
議
員
選
挙
と
甘
楽
町
議
会
議
員
選
挙

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
暮
ら
す
地

域
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
貴
重
な
一

票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

甘楽町議会議員選挙
投票日　４月23日（日）

統
一
地
方
選
挙

　
　

必
ず
投
票
を
！

愛
の
り
く
ん「
選
挙
特
別
便
」が

無
料
で
利
用
で
き
ま
す

　

投
票
所
と
自
宅
の
往
復
な
ど
に
愛

の
り
く
ん（
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）を
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
入
場
券
を
持
っ
て
い
な
い

と
無
料
に
な
ら
な
い
の
で
、
必
ず
入
場

券
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
特
別
便
の
運
行
は
、
通
常
と

同
じ
午
前
８
時
便
か
ら
午
後
５
時
便

ま
で
で
す
。
愛
の
り
く
ん
は
投
票
所
で

投
票
が
終
わ
る
ま
で
待
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
の
り
く
ん
の
登
録
・
利
用
に
つ
い

て
は
、
予
約
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

（74）

０
０
１
３（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
午
前
８

時
〜
午
後
６
時
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投 票 区 投 票 所
第１

（小幡地区） 小幡小学校体育館

第２
（秋畑地区） 秋畑地域交流センター

第３
（福島地区） 福島小学校体育館

第４
（新屋地区） 新屋小学校体育館

定数      人12

１定数     人
選挙区は、甘楽町・
下仁田町・南牧村

投票日当日の投票時間投票日当日の投票時間はは

午後６時 午後６時 までですまでです

町政の動き
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第15回甘楽町民の日記念事業
陸上自衛隊第12音楽隊 演奏会

■ 企画課企画調整係 ☎74-3133
　２月１日の「町民の日」を記念し２月４日、
町文化会館で音楽の素晴らしさと、その楽
しさや感動を届けようと演奏会を開催しま
した。
　陸上自衛隊第12音楽隊による迫力ある演
奏と伸びやかな歌声が披露され、大勢の観
客を魅了しました。

2023年
トルコ・シリア地震救援金を

受け付けています
■ 企画課企画調整係 ☎74-3133

　２月６日に発生したトルコとシリアの国
境付近を震源とする地震と、その余震によ
る被災者を支援するため、町公共施設で救
援金を受け付けています。
　お預かりした救援金は、甘楽町社会福祉
協議会を通じて日本赤十字社へ送られます。
　皆さまの温かいご支援をよろしくお願い
します。
受付期間　５月31日（水）まで
募金箱設置場所
　役場、にこにこ甘楽、ら・ら・かんら
　道の駅甘楽、甘楽ふるさと館

健康な歯は財産
小学校６年生 むし歯ゼロおめでとう
　乳歯にも永久歯にもむし歯のない小学校６
年生を表彰しました。表彰児童は64人で、６
年生の64.6％でした（前年度は69.6％）。
　健康な歯は財産です。これからも管理を続
け、歯を大事にしましょう。（順不同・敬称略）

有井優真　井上真梨子　落合柊生　神小柴昂佑
北川　廉　桐生　陸　桑原歩翔　坂庭華和
清水ゆら　仲條　彩　中野　栞　羽鳥心菜
堀口瑞結　堀込梨世　森平雅姫　栁澤未織
吉田幸愛　中條怜志

秋山結愛　新井快登　新井遥人　石井香奈美
大野紅羽　齊藤麻直　佐俣壱誠　清水海美
清水琥次朗　清水空麗　鈴木富也　長岡風菜
深澤真莉愛　松井颯来　山口聖斗　山口泰河
横山夏希　宮川結衣

河原憂奈　神戸煌平　黒澤　瞬　下村聖愛
鈴木美和　関　優月　大工原才雅　戸出賢志
中島千菜乃　松本紗奈　山田悠真　吉田昊平
市川沙弥　井上テオドロ昂生　大澤遼雅
小瀬梨々花　齊藤龍暉　反町誠弥　田中祐慈
津久井理斗　中嶋晟唯　中山梓杏　野口　祐
林　心優　藤原陽音　室岡茉桜　茂木瑠菜
𠮷田葉月

福島小学校（18人）

新屋小学校（28人）

小幡小学校（18人）

新屋小学校の学校保健委
員会では「歯の健康」をテー
マに発表を行いました。
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町
で
は
、
優
れ
た
地
域
資
源
を「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｒ
Ａ
ブ

ラ
ン
ド
」と
し
て
認
定
し
、
そ
の
販
売
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
商
品
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
と

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

５
回
目
の
認
定
審
査
会
が
１
月
30
日
に
役
場
で
開

か
れ
、申
請
さ
れ
た
９
品
全
て
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
か
ら
対
象
品
目
に
農
産
加
工
品
の
ほ
か
農
産
物

が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
認
定
さ
れ
た
商
品
を
紹
介
し
ま
す
。

町
推
奨
の
農
産
物
や
農
産
加
工
品

32
商
品
に
増
え
ま
し
た

「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｒ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
商
品
・
第
５
弾　

新
た
に
９
商
品
認
定

■
産
業
課
農
林
係
☎
(64）
８
３
１
９

№ 認定
№ 商品名 申請者（敬称略）

❶ 24 洋風ピクルス 有限会社山富商店
山田さゆり❷ 25 和風ピクルス

❸ 26 ここにしかないお米 高橋孝明

❹ 27 レンゲ米 黒澤新一

❺ 28 甘楽niひとめぼれ 有限会社中里春風
代表取締役　中里泰明

❻ 29 あらやしきキウイフルーツ 柴山潤壹

❼ 30 富貴上りんご園のりんご 新井重治
❽ 31 富貴上りんご園の洋ナシ
❾ 32 甘楽野レモン 中野　晃

●
山
﨑
泰
弘
さ
ん（
小
川
）

　

雛
人
形
一
式（
七
段
飾
り
）を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

●
亀
田
雅
美
さ
ん（
東
京
都
目
黒
区
）

　

フ
ァ
ビ
オ
・
カ
ル
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
画

伯
の
絵
画
３
点
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

●
甘
楽
町
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
愛
好
会

　
（
大
小
原
美
智
子
代
表
）

　

町
図
書
館
に
バ
ッ
グ
15
個
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

善
意
に
深
く
感
謝
し
、

広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

善
意
の
紹
介

❾甘楽野レモン ❽ 富貴上りんご園
　の洋ナシ

❼富貴上りんご園
　のりんご

森平副町長から感謝状を受け
取る亀田さん（左）

❻あらやしき
　キウイフルーツ

❶  洋風ピクルス❷  和風ピクルス❸   ここにしか
ないお米

❹レンゲ米❺ 甘楽ni
　ひとめぼれ

茂木館長にバッグを手渡す
大小原代表（左）

町政の動き
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群
馬
県
は
、
県
土
の
３
分
の
２

を
森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。
豊
か

な
水
を
育
み
、
ま
た
災
害
を
防
止

す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
す
森

林
は
、
県
民
共
有
の
財
産
で
す
。

　

県
で
は
、
こ
の
大
切
な
森
林
を

守
り
育
て
、
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税

（
通
称
）」に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
も
本
事
業
を
活
用
し
た
里

山
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
福
島
地
区
の
天
王
塚
古
墳
の
山

林
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
の
荒
廃

農
地
解
消
対
策
部
会（
田
村
英
志
部
会

長
）は
、
昨
年
10
月
か
ら
今
年
１
月
に

か
け
て「
一
斉
耕
起
の
日
」の
実
践
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
平
成
29
年
度
か
ら
始
ま

り
、
耕
作
放
棄
地
を
所
有
者
の
了
解
を

得
て
耕
作
可
能
な
農
地
に
再
生
し
、
借

り
手
に
耕
作
し
て
も
ら
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。

　

今
回
の
一
斉
耕
起
で
は
、
同
部
会
員

な
ど
26
人
が
参
加
し
、
草
刈
り
機
で
雑

草
を
刈
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
す
な
ど

の
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
善
慶
寺
・
天
引
地
区

の
農
地
約
57
ａ（
４
筆
）を
再
生
さ
せ
ま

し
た
。 荒

廃
農
地
解
消
対
策
部
会
の
取
り
組
み

■
産
業
課
農
林
係
☎
(64）
８
３
１
９

天引地区
善慶寺地区

青少推

考
え
て　

も
ど
れ
な
く
な
る　

そ
の
ま
え
に　
　
　
　
（
甘
楽
中
１
年　

石
黒
紬
愛
）

友
達
と　

会
話
で
咲
か
せ
る　

笑
顔
の
実　
　
　
　

（
甘
楽
中
１
年　

黒
澤
実
栞
）

　

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

令
和
３
年
度
に
募
集
し
た「
少
年
の
日
」標
語
の
優

秀
賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
３
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１土曜日
少年の日

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
を
活
用
し
た
荒
廃
林
整
備

■
産
業
課
農
林
係
☎
(64）
８
３
１
９

整備前整備前

整備後整備後

木を伐採したこ
とで、日当たり
も良くなったね

整備した天王塚古墳

皆さんのおかげで
農地が有効活用さ
れるよ

▶「ぐんま緑の県民税」とは
　平成26年度から導入された群馬県の税金
です。現在の税額は、県民税均等割として年
間一人700円です。
　県が行う森林整備事業に使われるほか、地
域の森林整備活動に取り組むボランティア団
体などの活動支援や、市町村が税収の一部を
補助金として受け取り、荒廃した里山や竹林
の整備に活用しています。

「
一
斉
耕
起
の
日
」
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環
境
保
健
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

区　　分 金　　額 町民１人当たり
道路、公園、下水道などにかかる費用 ７億8,800万円 61,722円
学校、体育振興、文化などにかかる費用 10億3,700万円 81,225円
子ども、高齢者、障がい者などにかかる費用 15億6,800万円 122,817円
健康づくり、ごみ処理などにかかる費用 ４億6,400万円 36,344円
農業、商工業、観光振興などにかかる費用 ４億5,000万円 35,247円
災害、消防団、常備消防などにかかる費用 4億4,400万円 34,777円
庁舎等財産管理、交通、防犯、選挙などにかかる費用 10億6,600万円 83,497円
議会運営、町債利息などにかかる費用 7,000万円 5,483円
AA 経常行政コスト（上記の合計） 58億8,700万円
BB 経常収益合計（使用料・手数料など） ２億3,900万円
CC 臨時損失 0万円
DD 純行政コスト(A－B＋C） 56億4,800万円

行政コスト計算書

純資産変動計算書

　①貸借対照表の純資産に計
上されている各数値が１年間
でどのように変動したかを表
しています。

　１年間の行政活動の
うち、福祉活動やごみ
収集など資産形成に結
びつかない行政サービ
スに係る経費と、その
行政サービスの直接の
対価として得られた財
源（使用料・手数料な
ど）を対比させた財務
書類です。

純資産合計
 期首（２年度末）純資産残高 18３億5,900万円
　 純行政コスト △56億4,800万円
　 一般財源（町税、地方交付税など） 40億8,200万円
　 補助金など 16億9,500万円
　資産評価差額・無償所管換等・その他 1,700万円
 期末（３年度末）純資産残高 185億5,600万円

指　標 数　値 分　析
純資産比率
（将来返済しなくてよい財産）
【適正値：60～90％】

74.3％
町が所有している固定資産、基金などの資産と将来返済が必
要な公債などの負債についてのバランスは現状問題がなく、
将来世代に利用可能な資源を残すことができています。

社会資本形成の将来世代負担率
【適正値：10～40％】 12.9％ 借金の適正な返済ができているため、現世代と将来世代の負

担の比重に大きな差異は生じていません。
資産老朽化比率
【適正値：35～50％】 62.0％ 近年は町施設の解体・複合化を進めていますが、施設などの

固定資産の老朽化は前年よりも進んでいます。

町民１人当たりの資産額 195万円 町施設の価値が減価償却により減少している一方、施設の更
新も行っているため、前年とほぼ同じ水準となっています。

町民１人当たりの負債額 50万円 新しい借金が増えましたが、返済も適正に行っているため、
前年とほぼ同じ水準となっています。

町民１人当たりの行政コスト 44万円 令和２年度に実施した特別定額給付金の皆減（100％減少）に
より大幅な減少となりました。

町債の償還可能年数
【適正値：10年未満】 8.6年 近年は借金による固定資産の取得が増加していますが、町の

返済能力に問題はありません。
受益者負担の割合
【適正値：2～8％】 4.1％ 町施設について、利用者から適正な使用料・負担金を得るこ

とで、施設の運営管理が実施できています。

４つの財務書類の分析結果 　さまざまな指標を算出することで、町の財政状況を分析することができます。

３

４

　純行政コストを一般財源と補
助金でまかなえており、将来へ
負担を先送りしない財政運営が
できていることが分かります。

町政の動き
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借　　　方 貸　　　方

資 産 の 部 負 債 の 部
　町が所有している資産総額です。道路・公園など
の公共資産と現金預金などがあります。
【内訳】
１．公共資産 204億3,600万円    道路、橋梁、公園、学校

など
２．投資など　20億5,200万円　 出資金や学校建築基金

などの特定目的基金
３．流動資産　24億5,400万円　 現金、財政調整基金、

未収金など

　　　うち、歳計現金　　３億6,800万円

　将来、支払い義務が発生するもので、ほとんどが町
債です。「将来世代が負担する部分」ともいえます。

　　　　負債合計　　　63億8,600万円

純資産の部
　資産と負債の差額で、住民サービスを提供するため
の財産を取得した財源のうち、「今までの世代が負担し
た部分」ともいえます。

　　　　純資産合計　　　185億5,600万円

資産合計　　248億9,200万円 負債・純資産合計　　248億9,200万円

■ 問い合わせ　企画課財政係 ☎74-3134

貸借対照表（バランスシート）

　町がサービスを提供するために保有している財産（資産）と、その資産が
どのような財源（負債・純資産）でまかなってきたかを対照表で示したものです。

資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）

　１年間の現金の流れを性質の異なる
３つの区分に分けて表したものです。

１人当たりに換算すると…

●町民1人当たりの資産195万円、負債50万円

資産合計　248億9,200万円
12,767人（令和４年１月１日人口）

負債合計  63億8,600万円
12,767人

１人当たりの資産・負債は前年とほぼ同額の水準で推移しています。

 ①業務活動…継続的な行政サービス
 ②投資活動…資産形成・貸付金など
 ③財務活動…地方債など

区　　　分 金　　額
① 業務活動収支額 ６億2,300万円
② 投資活動収支額 △７億1,200万円
③ 財務活動収支額 1億4,900万円
３年度歳計現金増減額 6,000万円
期首歳計現金残高 ３億5,800万円
期末歳計現金残高 3億6,800万円

 詳しい内容は町
ホームページ
をご覧ください

令和３年度決算に基づく一般会計

「４つの財務書類」を公表します
統一的な基準による

１

２

①～④の表を活用し、
町の財政分析に努めます。
右ページ「財務書類の分
析結果」をご覧ください。

　負債が資産を上回ると
「債務超過」となり、不健全
な財政状況を意味します。
町の負債は、資産の25.6％
程度で【健全】といえます。

　①-（②＋③）＞0ならば、健全な運営を
意味します。町の３年度歳計現金増減額
は、6,000万円で【健全】といえます。
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ニカラグアのニカラグアの
　　学校制度をご紹介します　　学校制度をご紹介します

　ニカラグアの学校は、２学期制で1学期は1月後半～7月初旬、2学
期は7月後半～11月末までです。ほとんどの学校の児童・生徒は、ニ
カラグアの国旗と同じ青と白の制服を着ています。

■ 企画課企画調整係 ☎74-3133

JICAニカラグア　　　事務所より

　そのほか、障がいのある児童・生徒のための特別支援学校や、地方で
は一人の教員が複数の学年を教える小学校があります。また、自宅から
学校まで遠く離れていたり、家の仕事を手伝う必要があったり、毎日通
学することができない児童・生徒は、土曜日だけ登校し平日は自宅で自
習したり近所の人に勉強を教えてもらったりすることもあります。
　日本とは違いが大きい部分もあるニカラグアの学校生活ですが、子ど
もたちの元気な様子はどこの国でも見られる光景です。

ニカラグア給食が提供されました！ニカラグア給食が提供されました！
　２月15日の学校給食にニカラグア料理が登場しました。
　インディオ・ビエホは代表的な家庭料理で、JICAニカ
ラグア事務所からメニューの提供を受け、初めて給食で提
供されました。

ポーロンサラダ

イ
ン
デ
ィ
オ・ビ
エ
ホ

ガジョピント

カルネアサ―ダ・チレ

　　　　　　3～5歳が通う幼稚園で、年少・年中・年長クラスに分
かれています。多くの園は、朝7時30分～8時頃に始まり、12時に
は終わります。公立の園の場合、9時頃にトウモロコシの粉を使った
シリアルドリンク、白ごはんと豆の間食が提供されます。
　　　　　　6～11歳が通う小学校で、1～6年生まであります。都
市部では各学年に1人ずつ教員が配置され、授業時間は7時30分～
12時までで、9時頃に幼稚園と同じように間食の時間が設けられて
います。また、2018年には全学年で英語の授業が開始されています。
　　　　　　12～16歳が通う学校で、7～11年生まであります。午
前の部（7～12時）と午後の部（1～５時）の２部制になっていて、生徒
たちは午前か午後のどちらかに通います。

オ  ラ　　  ニ
  カ  ラ  グ  ア

Hola! Nicarag
ua

Hola! Nicarag
ua

インディオ・ビエ
ホはいろんな野菜
が入っていて、栄
養いっぱいでした。

日本食とはまた
違う風味を楽し
むことができま
した。また給食
で食べたいです。

ニカラグア日本友好の日記念ニカラグア日本友好の日記念

給食を食べた皆さんの声

　 　　　就学前教育

　 　　　初等教育

　 　　　中等教育

ガジョピントは
お米にしっかり
と味があり、豆
が入っていてお
いしかったです。

ニカラグアに
行ってみたい！

２月
20日

馬に乗って通学する子ど
も

町政の動き
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●● 甘楽町文化会館からのお知らせ ●●

「ふれあいの丘歌謡祭2023」

■ 問い合わせ　町文化会館　☎74-7000
　　   k-bunka@town.kanra.lg.jp

３月12日（日）友の会員：午前９時～／
 一般：午後１時～／電話予約：午後３時～

※未就学児のご入場はご遠慮ください。
※新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください。

日　時    月       日（土）
　　　   午後２時開演（午後１時30分開場）
会　場 甘楽町文化会館　大ホール 全席指定
入場料 前売券 2,300円（当日券は500円増し）

５ 20

チケット販売開始

第１部　 ★地元カラオケ愛好会の代表者８名
　　　　　による歌の競演
　　　　★中野新太郎

第２部　 ★石原詢子

加入種別 対象者 届出が必要な場合 届出先

第１号
被保険者

自営業者、学生、
無職の人など

厚生年金に加入していた人
が退職したとき（扶養され
ていた配偶者含む）

住民係へ
届出

第２号
被保険者

会社員など厚
生年金に加入
している人

第１号被保険者または第３
号被保険者が就職して厚生
年金に加入したとき

本人の勤め
先および住
民係へ届出

第３号
被保険者

第２号被保険
者に扶養され
ている配偶者

 20歳以上の人で厚生年金に
加入している配偶者に扶養
されるようになったとき

配偶者の勤
め先へ届出

年
金
の
届
出
が
必
要
な
と
き

年
金
の
届
出
が
必
要
な
と
き

　

国
民
年
金
被
保
険
者
に
は
、
職
業
な

ど
に
よ
っ
て
３
つ
の
種
別
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
違
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ

う
。 国

民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ  

■
住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
、
満
額
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
納
付
済
期

間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
と
免
除
期
間
な
ど
を
合
わ
せ

て
10
年
以
上
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
は
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
外
国
に
居
住
す
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
人
の

人
も
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■  

問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所

☎
０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９

任
意
加
入
制
度
の
ご
案
内
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歩いて 元気   かんらまち! かんらまち!
町町民の民の皆さ皆さんかんから応ら応募募いただただ たいた「私「私のののの

おおすすめウオーキング・お気に入りスポッ
ト」をかんらちゃんと一緒に紹介します。
　上信電鉄を活用して、ゆっくりのんびび
り歩いてみませんか。
■問■問■■■ い合い合わせわせ 健健康課康課保健保健係係 ☎667-7 51515959

⑤浅間山絶景スポット（福島）

上州福島駅まで大人180円だよ。

⑨上州新屋駅

春になったらきれいだろうね。

⑧造石桜並木遊歩道

梅
の
花
だ
！

ちょっとひと休み。

⑦造石さくら公園

グラウンドゴルフ、やってみたいな。

さくら公園や浅間堤
公園には長岡今朝𠮷
名誉町民の功績が刻
まれているよ。

桜の季節には白倉
川沿いがピンク色
に染まります。

せんげんづつみ

めんたいパーク群馬

⑥浅間堤公園

町政の動き
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歩いて 元気   かんらまち!歩いて 元気  
“私のおすすめウオーキングコース”“私のおすすめウオーキングコース”

　　遊歩道 せせらぎの路
みちみちみちみちみちみちみちみちみちみちみち

「せせらぎの路」は、一級河川「雄川」に沿っ
て道ててててて の駅甘楽から南に続く遊歩道です。
ホタルの飛び交う季節には多くの人が訪れ
ますままま 。「散歩が終わった後、道の駅で食べるか
きき氷き氷きききききき がおすすめ！」と」 の声声が寄寄せられましたした。。。。。

46204

197

46

193

善慶寺

小幡

大手門

小幡八幡宮

八幡山夕陽ヶ丘公園

宝泉寺

松井家住宅

雄川堰
（大堰）

福厳寺

紅葉山公園

小幡小

小幡駐在所

龍門寺

崇福寺赤城神社

雄川堰（小堰）

矢羽橋・分水路 松浦氏屋敷
道の駅甘楽

古民家かふぇ　信州屋

養蚕農家の町並み 甘楽町歴史民俗資料館

●御殿前レストラン　プレトリオ

●連石山トレイルコース

連石山
標高300ｍ

●石切り場

高橋家 松平家大奥

甘楽町歴史民俗資料館別館

城町薬師堂の石仏

雄川堰遊歩道 三番口取水口

二番口取水口
一番口取水口

大手門礎石

中小路
（武家屋敷）

甘楽ふるさと館

達磨窯

国指定名勝
楽山園

甘楽総合
公園

織田宗家七代の墓（織田公公園）

長巌寺

吹上の石樋

大口（雄川堰取水口）

雄川堰・
桜並木

長岡今朝吉
記念ギャラリー

喰
い
違
い
郭

雄川

せせらぎの路

紅葉山
標高252ｍ

八幡山
標高234ｍ

●

甘楽くわの実桑園

1

2

3

6

4

5

7

9

17 18

19 20
21

22

23

25

26

27

28

29

30

36

31

32

34

33

35

24

8 11

12 13

14

15

16

10

10 11

甘楽新発見まち歩き
歴史を感じるまちなかを、歩いて巡るまち歩き。

気分に合わせて選べる3つのコースをご用意しました。

甘楽町の魅力発見！

養蚕農家の歴史的な町並み、江戸 時代の面影を今に伝

える中小路の武家屋敷、織田信長 の次男信雄が手がけ

た江戸時代初期の大名庭園・国指 定名勝「楽山園」と

いった、小幡の城下町風情を巡る コース

日本名水100選に選定されている雄川堰の大堰、まち中に

張り巡らされ、武家屋敷の中を流れる小堰といった、雄川

堰の隠れた魅力を再発見するコース
自然豊かな雄川の流れを体感するとともに、雄川堰の水源を訪ね、雄川堰にまつわる先人の知恵

に触れるコース

道の駅 甘楽1

道の駅 甘楽1

福厳寺26 紅葉山公園27 甘楽ふるさと館28 達磨窯29 甘楽総合公園30

長巌寺31大口（雄川堰取水口）32吹上の石樋33崇福寺34織田宗家七代の墓（織田公公園）35

八幡山夕陽ヶ丘公園36

道の駅 甘楽1

道の駅 甘楽1

松井家住宅2 雄川堰（大堰）3 養蚕農家群の町並み4 5 宝泉寺

古民家かふぇ 信州屋7大手門礎石10
甘楽町歴史民俗資料館
（旧甘楽社小幡組倉庫）9

長岡今朝吉
記念ギャラリー16

甘楽町歴史民俗資料館
別館（通称：有賀茶屋）8中小路11

高橋家12 松平家大奥13 喰い違い郭14 国指定名勝 楽山園15

6 小幡八幡宮

道の駅 甘楽1

道の駅 甘楽1

雄川堰遊歩道17 三番口取水口18

龍門寺19一番口取水口21 二番口取水口20

松浦氏屋敷22 雄川堰（小堰）23 矢羽橋・分水路24

城町薬師堂の石仏25

小幡の“水”を巡る（３時間コース）

先人の知恵「雄川堰」を辿る（１日コース）

城下町風情を巡る（２時間コース）

◀ 小幡の散策に
は、町のガイド
ブックをご利
用ください。

かんらちゃんとかんらちゃんと

流れる水がキラキラ、きれいだね。

③雄川堰

風に吹かれた竹の葉音に癒されるよ。

④雄川堰遊歩道

鳥居の前で狛犬さんがお出迎え。

②小幡八幡宮

行ってきまーす！

①道の駅甘楽

７月頃に古代
ハスが咲くよ。

足を伸ばしてみよう！

ら・ら・かんら

ちょっと寄り道

①道の駅甘楽
⑨上州新屋駅

上州福島駅
①道の駅甘楽

約6.5㎞

約3.0㎞
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社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより 第170回
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　『安心していきいき暮らせるまちづくり』を目指し、地域福祉の充実を図る
本会活動にご賛同くださった皆さまにご加入いただきました。
　一般会員（500円）3,897世帯1,948,500円、特別会員（2,000円）16人32,000円、
賛助会員（5,000円）163口815,000円、合計で2,795,500円となりました。
　なお、賛助会員の加入状況は次のとおりです。（敬称略・順不同）

費の納入
ありがとう
ございました

会

（株）登喜和製作所 （株）モテキ・インダストリィズ しののめ信用金庫小幡支店
小幡医院 カズデンタルオフィス （有）山田水道設備
（株）ヨコオデイリーフーズ （有）細谷製作所 （有）富田製麺
（株）タナカ精機 エムエスケイ（株） （有）若葉精工
（有）高橋精機製作所 甘楽金属工業（株） （有）滝上工業
（株）中野建業 田村商事（有） （有）吉田精機
カーサービスヨシダ 松井木材（株） （株）三山精機
（株）山啓建設甘楽営業所 （株）大野製作所 （有）金田自動車
（有）恵　グループホームめぐみ （有）穂高建設 （有）加藤土建
松田精工（株） （有）沢田製作所 内藤建設（株）
（有）大井田建設 （株）金田商店 （有）甘楽庵山ぐち
小林瓦工業（株） 群馬県信用組合甘楽町支店 （有）佐俣葬儀造花店
（有）西毛リースキン （有）山内製作所 （株）野中建商
（有）小田倉生花店 （株）マツダ 奥村クリニック
ふくしま町歯科クリニック アクトレス（有） （有）清水電気
（有）松井運輸 （株）三山精工 （有）スミヤ測量
（有）三木印刷 （株）古舘建設 税理士法人プロスタッフ　和
（株）佐俣左工 社会福祉法人かんら会 聖徳銘醸（株）
（有）山田電機 富岡製材協同組合 （有）大類設備工業所
（有）高田自動車 （有）高島建鉄 吉田機械工業（株）
（有）小金澤アルミ建材 （株）コルノマカロニプロダクトセンター こがはらクリニック
鈴木燃料（株）甘楽町給油所 （有）横山研磨工業 （有）峯岸設備工業
（有）山﨑自動車 （株）柴田合成 （株）菓子工房こまつや
河原建設（株） 中嶋工業（株） 神沢ゴム工業（有）
医療法人　原医院 原歯科医院 星合成（株）
（株）桜井建材 タルヤ建設（株）〔富岡市〕 湯井電気（株）〔富岡市〕
（株）マンナンライフ〔富岡市〕 熊井戸工業（株）〔高崎市〕 （有）土屋医療器械店〔高崎市〕
（株）梶建築設計事務所
　　前橋建築事務所〔前橋市〕

三和シャッター工業（株）
群馬メンテサービスセンター〔前橋市〕

（株）オーテック環境システム事業部 
　　北関東支店〔高崎市〕

（株）群馬ナブコ〔高崎市〕
合計85事業所（町内76事業所／町外９事業所）

※上表のほか、匿名にてご加入いただいた会員もいます。

「心配ごと相談」のお知らせ

相談日
３月10日（金）・３月28日（火）
４月11日（火）・４月25日（火）
５月10日（水）・５月25日（木）

● 場所　甘楽町公民館
● 時間　午後１時～３時
● 日程　毎月２回 　※ 日程は町民カレンダーにも

掲載してあります。
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赤い羽根共同募金

●河原建設株式会社
　（河原茂夫代表）　　　　 30,000円
●福島小学校児童会　　　   7,655円
※ ボランティア活動、ひとり親家庭
　などへ配分されます。

善意に深く感謝し、
広く皆さんにお知らせします

●富岡甘楽妙義仏教会
　（見澤清芳会長）　　50,000円
●富岡消防署甘楽分署
　（井出利久分署長）　12,000円
※ 自立支援世帯、在宅の重度障がい者
などへ配分されます。

地域歳末たすけあい募金

○赤い羽根共同募金
募 金 方 法 件 数（件） 募 金 額（円）
戸 別 募 金 3,897 1,558,800
学 校 募 金 1 7,655
その他募金 2 32,140
合　計 3,900 1,598,595

○地域歳末たすけあい募金
募 金 方 法 件 数（件） 募 金 額（円）
戸 別 募 金 3,884 1,942,000
職 域 募 金 1 12,000
その他募金 1 50,000
合　計 3,886 2,004,000

　昨年10月～12月までの３カ月間、共同募金運動
（赤い羽根共同募金・地域歳末たすけあい募金）に
多くの皆さまにご協力いただき、ありがとうござ
いました。募金総額は3,602,595円となりました。
内訳は次のとおりです。

共　    同募金運動
『じぶんの町をよくするしくみ！』

福
島
小
児
童
会
の
皆
さ
ん

　生活支援サービス事業の周知とサポーター（有
償ボランティア）を養成するための研修会が11月
18日、ら・ら・かんらで開催され、約50人が参
加しました。
　「高齢者の現状と各種制度」や「生活支援サービ
ス」などの事業説明を行った後、サポーターとし
て活動している島田愛子さん（小川）が買い物支
援、田中安子さん（福島）がゴミ出し支援につい
ての活動内容を紹介しました。
　この事業は、買い物やゴミ出し、住居の清掃

（週1回、1時間程度）など、サポーターが高齢者
の家事支援を行いながら、見守りや孤独感の解
消を図り、暮らしを支えています。
　ボランティア活動や生活支援サービスに関心
のある人は、社会福祉協議会へお気軽にお問い
合わせください。

～ 生活支援サポーター養成研修 ～
（高齢者生活支援サービス）

活動報告をする田中さん（右奥）と島田さん

す

善意の紹介（敬称略・順不同）
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た
の
し
か
っ
た
一
年
生
〜
ら
く
山
え
ん
〜

ま
る
さ
わ　

め
い

　

せ
い
か
つ
か
で
、
ら
く
山
え
ん
へ
、
は

る
・
な
つ
・
あ
き
・
ふ
ゆ
の
四
か
い
い
き

ま
し
た
。
は
る
の
ら
く
山
え
ん
は
、
花
が

き
れ
い
で
し
た
。
な
つ
は
、
み
ど
り
が
き

れ
い
で
し
た
。
あ
き
は
、
い
ろ
と
り
ど
り

の
お
ち
ば
が
き
れ
い
で
し
た
。
ま
つ
ぼ
っ

く
り
ひ
ろ
い
も
し
ま
し
た
。
ふ
ゆ
は
、
い

け
が
こ
お
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

ら
く
山
え
ん
は
き
せ
つ
ご
と
に
ふ
う
け

い
が
か
わ
る
の
で
、
お
も
し
ろ
い
で
す
。

二
年
生
で
が
ん
ば
っ
た
こ
と

や
な
ぎ
さ
わ　

ゆ
い

　

わ
た
し
が
二
年
生
で
一
番
が
ん
ば
っ
た

こ
と
は
、
か
け
算
で
す
。

　

一
の
だ
ん
か
ら
九
の
だ
ん
ま
で
れ
ん

し
ゅ
う
を
か
さ
ね
て
、
あ
き
ら
め
か
け
た

け
ど
、
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
あ
き
ら
め
な

か
っ
た
か
ら
で
き
ま
し
た
。

　

三
年
生
に
な
っ
た
ら
、
わ
り
算
を
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

楽
し
い
リ
コ
ー
ダ
ー

北
村　

彩
乃

　

三
年
生
に
な
っ
て
、
新
し
く
リ
コ
ー

ダ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
音

楽
の
じ
ゅ
業
は
大
す
き
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
音
を
お
ぼ
え
て
、
む
ず
か
し
い
時
も
あ

る
け
ど
、
そ
れ
が
で
き
た
ら
、
も
の
す
ご

く
う
れ
し
い
で
す
。
も
っ
と
む
ず
か
し
い

曲
を
で
き
る
よ
う
に
、
練
習
を
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

四
年
生
の
思
い
出

岡
本　

優
那

　

四
年
生
で
心
に
の
こ
っ
た
思
い
出
は
、

運
動
会
で
す
。
リ
レ
ー
で
、
わ
た
し
に
バ

ト
ン
が
回
っ
て
き
た
時
に
み
ん
な
が
大
き

な
声
で
、「
が
ん
ば
れ
！
」や「
い
け
る
よ
！
」

と
お
う
え
ん
し
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

け
っ
か
は
二
位
だ
っ
た
け
ど
、
い
や
な

思
い
は
ぜ
ん
ぜ
ん
し
ま
せ
ん
で
し
た
。い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
お
う
え
ん
し
て
い
た
み

ん
な
は
、
わ
た
し
の
中
で
一
位
で
し
た
。

冬の楽山園

一
年
生

三
年
生

がんばった運動会

リコーダー練習

運動会集合写真

四
年
生

二
年
生

　

学
校
教
育
目
標
の
「
か
し
こ
い
子
」「
や
さ
し
い
子
」「
元
気
な
子
」
の
実
現
に

向
け
て
、勉
強
や
運
動
を
頑
張
っ
て
い
る
各
学
年
の
児
童
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

小幡小ホームページ

「
教
育
の
ひ
ろ
ば
」と
は

　

各
学
校
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
編
集
委
員
は
、
教

育
委
員
会
の
広
報
委
員
会
に
所
属
す
る
各

学
校
の
教
員
で
す
。

小
幡
小
学
校
の
取
り
組
み

各
学
年
の
思
い
出
を
紹
介
し
ま
す

小幡小学校
校 長 大竹康史
児 童 152人

ら
く
山
え
ん
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言提
　

今
か
ら
40
年
以
上
も
前
に
私
が

卒
業
し
た
秋
畑
小
学
校
の
当
時
の

同
級
生
の
人
数
は
、
本
校
15
人
・

分
校
９
人
の
計
24
人
で
、
現
在
の

小
幡
小
学
校
６
年
生（
27
人
）と
ほ

ぼ
同
じ
く
ら
い
で
し
た
。
時
を
経

て
現
在
の
小
幡
小
学
校
に
通
う
秋

畑
地
区
の
児
童
は
、
全
学
年
で
わ

ず
か
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
畑
小
学
校
の
全
校
児
童
数

の
ピ
ー
ク
は
1
9
4
5（
昭
和
20
）

年
の
6
8
7
人
と
い
う
記
録
が
あ

り
ま
す（
同
年
の
小
幡
小
学
校
は

１
2
3
4
人
）。
当
時
を
知
る
母
の

話
に
よ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
学

校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
山
に
入
り
、

ま
き
や
た
き
木
に
使
う
木
を
集
め
、

そ
れ
を
仲
買
人
が
買
い
取
り
に
来

て
い
た
そ
う
で
す
。
秋
畑
地
区
に

隣
接
す
る
藤
岡
市
御み

か

ぼ
荷
鉾
地
区
に

は
炭
焼
き
を
営
ん
で
い
た
家
が
多

く
、
そ
の
炭
を
歩
い
て
運
ぶ
秋
畑
地

区
の
住
民
も
多
く
い
た
よ
う
で
す
。

山
林
を
背
景
と
し
た
産
業
に
加
え
、

当
時
は
ロ
ウ
石
な
ど
の
採
掘
業
が

盛
ん
で
、
移
り
住
む
人
も
多
く
い

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
ん
な
秋
畑
地
区
の
小
学
校
が

閉
校
し
、
小
幡
小
学
校
と
統
合
し
た

平
成
25
年
以
降
、
秋
畑
地
区
の
過
疎

化
が
一
層
進
ん
で
い
る
印
象
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
町
内
の
小
中
学
校

で
ス
タ
ー
ト
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
は
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で

す
。
学
校
の
運
営
や
教
育
活
動
に

お
い
て
、
地
域
の
方
々
の
活
躍
の

機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
学
校
も

地
域
も
元
気
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
新
し
い
学
校
の
形
で
す
。

　

学
校
が【
地
域
の
核
】と
な
り
、

学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
関
わ
っ
て
い

け
る
よ
う
、
今
後
と
も
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
年
生
の
思
い
出

　
　
　
　
　

茂
原　

洸
貴

　

一
つ
目
は
運
動
会
で
す
。
運
動
会
は
み

ん
な
が
ん
ば
っ
て
い
て
、
楽
し
く
で
き
た

と
こ
ろ
を
ふ
り
返
っ
て
、
と
て
も
い
い
思

い
出
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
校
外
学
習
で
す
。
上
毛
新
聞

印
刷
セ
ン
タ
ー
と
ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ
ハ
ラ

ダ
に
行
き
ま
し
た
。
新
聞
は
赤
、
青
、
黄
、

黒
の
四
色
を
使
っ
て
刷
っ
て
い
る
と
学
び

ま
し
た
。
ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ
ハ
ラ
ダ
で

は
、
ラ
ス
ク
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
香
り
も

よ
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
満
足
で
し
た
。　
　
　
　

 

一
年
を
振
り
返
っ
て

　

坂
庭　

華
和

　

私
は
、
こ
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
時
間
内
に
移
動
す
る
こ
と

で
す
。
修
学
旅
行
の
班
別
行
動
で
、
時
間

内
に
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
行
け
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
鼓
笛
で
す
。
曲
に
合
わ
せ
て

演
奏
が
で
き
ま
し
た
。
三
つ
目
は
、
掃
除

で
す
。
面
倒
だ
な
と
思
う
時
や
長
時
間
で

も
掃
除
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
自
信
が
持
て

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

五
年
生

全員集合！

地域の核となる学校

　小幡小学校
　　教頭　新井 綱人

修学旅行班別行動

六
年
生

広報かんら／2023.3.11919



総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

鬼は外！福は内！園児が節分の豆まき
　めぶきの森かんらでは２月３日、節分の豆まきが
行われました。
　「今日だけは、みんなを泣かせていいんだよね」
「鬼になるぞ」と年長組の園児20人が、粘土と和紙
で作った色とりどりのお面をかぶり、鬼になりきり
ました。
　太鼓の音に合わせ「泣く子はいないか、怒りん坊
はいないか」と各教室を回ると、部屋の中で待って
いた園児たちは思わず後ずさりしたり先生の後ろ
に隠れたりしていましたが、最後には紙を丸めた  
”豆”を精一杯投げ、鬼を追い払いました。

鬼に扮した年長組園児の登場に表情が固まる１歳児クラス

　かんら保育園でも同日、節分会が開かれました。
　先生による豆まきの寸劇を見た後に突然鬼が
現れると、その迫力に泣き出してしまう園児も
いました。園児は自分の心の中から追い出した
い鬼を紙に書いて胸に張っており、「甘えん坊
鬼」「グズグズ鬼」などと書かれた紙を鬼に持って
帰ってもらうと、「怖かった」や「おうちでも豆ま
きをするよ」などと口々に話しました。
　給食では恵方巻きが提供され、今年の恵方であ
る南南東を向いて黙って食べ、また１年元気に過
ごせるよう祈りました。

▲鬼に向かって紙の豆を投げる園児
◀行事食の恵方巻きを通じた「食育」

かんら保育園

鉄道を知って学んで　新聞コンクールで入賞
　第16回「私とみんてつ」小学生新聞コンクール（（一社）日本民営
鉄道協会主催）において、新屋小学校が「みんてつ学校賞 日本民
営鉄道協会会長賞」を受賞しました。また、各社沿線の小学校で
顕著な取り組みがあった学校として、「上信電鉄賞」に新屋小学校
と福島小学校の２校が選ばれました。このコンクールは、新聞作
成を通じて鉄道の役割や暮らしと環境について考えるきっかけに
なるよう児童が取り組んだものです。
　上信電鉄の車内では、１月に福島小学校、２月に新屋小学校高
学年の作品を展示、３月14日までは同校低学年の作品が展示さ
れています。運行ダイヤについては、上信電鉄株式会社鉄道部（☎
027-323-8073）にお問い合わせください。

「上信電鉄賞」の賞状と「みんてつ学校賞」
の盾を持つ６年生の児童

めぶきの森かんら
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交通安全推進に尽力　田村さん
　交通指導員として12年にわたり活動された田村雅人さん（秋畑）に２月
１日、群馬県知事から感謝状が贈られました。
　町では、現在10人の交通指導員（飯塚 章隊長）が災害発生時や各種イベ
ントなどの際に、交通秩序の保持と交通事故防止のため交通整理を行っ
ており、交通安全運動期間などには、街頭に立って町民の皆さんの安全
を守るために活躍されています。
　このほか、交通死亡事故の発生を一定期間抑止したとして、町交通対
策協議会が団体表彰されました。

キウイフルーツで県知事賞を受賞　山田さん
　第34回群馬県キウイフルーツ品評会が１月24日、県庁で開か
れました。形状や糖度、硬度などが審査され、山田省吾さん（轟）
の「ヘイワード」が最高賞の知事賞に選ばれました。
　昨年は適度な降雨によりたくさん収穫できたという山田さん
は「酸味と甘味のバランスが良くみずみずしいキウイを皆さんに
食べてもらいたいです。多くの人に果樹栽培に興味を持っても
らい、担い手が増えることを願っています」と話されました。
　町内生産者の栽培技術と品質は高く、県議会議長賞に柴山雪
雄さん、県農業協同組合中央会代表理事会長賞に田村美サ江さん、
上毛新聞社賞に山田朝子さん、全国農業協同組合連合会県本部
運営委員会長賞に柴山潤壹さん、銅賞に柴山シズ子さん（いずれ
も轟）が選ばれました。

温かく見守ります　認知症サポーター養成講座
　町では、多くの人に認知症を正しく理解してもらい、
地域で認知症の人やその家族を支えるため「認知症サ
ポーター」を養成し、やさしいまちづくりに取り組んでい
ます。その一環として２月９日、甘楽中学校の２年生を
対象にサポーター養成講座が開催されました。
　町の認知症地域支援推進員から「脳の病気や障がいなど
が要因で記憶障がいなどの症状が現れるので、周囲の人
が気付き適切に接し、認知症の人とともに生き、温かく
見守る応援者になってほしい」と説明を受けました。
　黒澤実栞さんは「学んだことを忘れず、必要な場面で
適切な対応がとれるよう心掛けていきたいと思います」
と感謝の言葉を述べました。 認知症の人が見ている“世界”を理解するために

視野の狭さを体験し、声の掛け方を学ぶ生徒

来期の収穫に向けて、冬はキウイフルーツ畑の
剪定作業をしていると話す山田さん
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黒金魚
対人関係の
ストレス

ねこ
社会的な
ストレス

赤金魚
自分自身の
ストレス

水槽のヒビ
住環境の
ストレス

水の透明度
落ち込み度

石
その他のストレス

結果画面（例）

福島駐在所
佐藤貴寛さん

■
健
康
課
保
健
係
☎
(67）
５
１
５
９

サ
ミ
ッ
ト
警
備
に

ご
協
力
を

G
７
サ
ミ
ッ
ト
開
催
さ
れ
ま
す

G
７
サ
ミ
ッ
ト（
主
要
国

首
脳
会
議
）の
関
係
閣
僚
会

合
の
う
ち「
G
７
群
馬
高
崎

デ
ジ
タ
ル
・
技
術
大
臣
会

合
」が
、
４
月
29
日
と
30
日

の
両
日
、
G
メ
ッ
セ
群
馬（
高

崎
市
）を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

県
警
で
は
、
会
合
開
催
に

伴
っ
て
会
場
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
先
で
の
警
備
を
行
い
ま

す
。

　

特
に
G
メ
ッ
セ
群
馬
周
辺
で

は
、
交
通
渋
滞
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
マ
イ
カ
ー
の
利
用
に
際
し

て
は
、交
通
情
報
を
確
認
の
上
、

会
場
付
近
へ
の
乗
り
入
れ
を
控

え
る
か
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
審
者
、
不
審
物
が　
　
　
　

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い

　

会
場
付
近
を
通
っ
た
際
、
不

　

会
場
付
近
を
通
っ
た
際
、
不

審
な
審
な
人
や
車
、
放
置
さ
れ
た

バ
ッ
グ
や
袋
な
ど
の
不
審
な
物

を
見
つ
け
た
場
合
に
は
、
付
近

の
警
察
官
、
ま
た
は
１
１
０
番

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

身
近
に
不
審
者
が　
　
　
　
　

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　

近
所
で
室
内
か
ら

　

近
所
で
室
内
か
ら
爆
発
爆
発
音
が

聞
こ
え
る
家
や
、
火
薬
の
に
お

い
が
も
れ
て
い
る
家
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
も
し
か
し
た
ら
殺
傷

能
力
の
あ
る
手
製
の
銃
を
作
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
お

か
し
い
な
」と
い
う
家
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
駐
在
所
な
ど
に
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

連載
№153

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

保
健
師
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス　
　
　
　
　
　
　

自
殺
の
現
状

　

厚
生
労
働
省
の
令
和
４
年

自
殺
統
計（
速
報
値
）に
よ
る

と
、
全
国
の
自
殺
者
数
は

２
万
１
５
８
４
人
で
前
年
に
比

べ
５
７
７
人
増
え
、
13
年
ぶ
り

に
男
性
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
自
殺
者
数
は
３
７
４

人
で
、
前
年
よ
り
８
人
減
り
ま

し
た
が
、
人
口
10
万
人
当
た
り

19
・
４
人
と
全
国
平
均
の
17
・

２
人
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

自
殺
対
策
基
本
法
で
は
、
自

殺
者
が
増
え
る
３
月
を「
自
殺

対
策
強
化
月
間
」と
定
め
、国
・

県
・
市
町
村
・
関
係
団
体
が
連

携
し
相
談
や
啓
発
な
ど
の
取
り

組
み
を
実
施
し
ま
す
。

　

自
殺
は
追
い
込
ま
れ
た
末
の

死
で
あ
り
、
平
均
し
て
４
つ
の

要
因（
問
題
）が
連
鎖
す
る
中
で

起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に「
う
つ
状
態
」は
自
殺
の
大

き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

左
の
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る

状
態
が
２
週
間
以
上
続
き
、
生

活
に
支
障
が
出
て
い
る
場
合
は

「
う
つ
病
」の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
自
分
で
は
気
付
か
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
周
囲
の
人
が

気
付
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ま
た
、
う
つ
病
は
治
療
に
よ

り
改
善
し
ま
す
の
で
、
早
め
に

医
療
機
関
な
ど
へ
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

う
つ
病
の
サ
イ
ン
は

な
い
で
す
か

自分や家族など
のこころの健康
状態が確認で
きます。

◆ うつ病を疑うサイン ◆

すすんんんん

＜ 自分が気付く変化 ＞
□ 悲しい、憂うつな気分、沈んだ気分
□ 何事にも興味が湧かない、やる気が出ない
□ 食欲がない、よく眠れない
□ 集中できない
□ イライラして、落ち着かない
□ 人に会いたくなくなる

＜ 周囲が気付く変化 ＞
□ 以前と比べて表情が暗く、元気がない
□ 身なりに気を使わなくなった
□ 体調不良の訴えが多くなった
□ 仕事や家事の能力低下、ミスが増えた
□ よく眠れていないようだ
□ 飲酒量が増えている
□ 人付き合いを避けるようになった 甘楽町　こころの体温計

こころの体温計こころの体温計で
　ストレスチェック！
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小幡七福神めぐり　500人達成！

世 帯 5,077
(△10)

人 口 12,567
(△34)

男 6,215
(△14)

女 6,352
(△20)

転 入 23

転 出 30

出 生 ０

死 亡 27

１月31日現在
（前月末比）

NEW▶▶▶図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

プ
レ
ア
ラ
イ
バ
ル
コ
ー
ル

　
「
プ
レ
ア
ラ
イ
バ
ル
コ
ー
ル
」と

は
、
出
動
中
の
救
急
隊
か
ら
傷
病

者
や
そ
の
関
係
者
に
電
話
連
絡
す

る
こ
と
で
す
。
到
着
前
に
詳
細
な

情
報
を
聴
取
し
、
資
器
材
の
準

備
、
応
援
隊
要
請
、
搬
送
病
院
の

選
定
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り

早
く
病
院
へ
向
か
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
出
動
場
所
か
ら
要
請
場
所
ま
で

が
近
い
時
な
ど「
プ
レ
ア
ラ
イ
バ

ル
コ
ー
ル
」を
実
施
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
１
１
９
番
通
報
時
に
話
し
た
内

容
と
同
じ
こ
と
を
聞
い
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
確
認
の
意

味
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お

き
く
だ
さ
い
。

救
急
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト

　
「
救
急
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
救

急
搬
送
さ
れ
た
人
、
そ
の
家
族
や

関
係
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
隊
の
活
動
内
容
や
普
段
言

え
な
い
要
望
な
ど
を
伝
え
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
救
急
活
動
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※「
救
急
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
回

答
方
法
は
救
急
隊
が
直
接
説
明
し

ま
す
。

甘
楽
分
署
通
信

☎☎
(74）(74）
３
１
３
９

３
１
３
９

▶お知らせ
【３月の休館日】
６日（月）、13日（月）、20日（月）、27日（月）

【蔵書整理による臨時休館日】
　７日（火）～10日（金）の４日間
　※返却は、夜間窓口をご利用ください。

　健康課と連携し、いのちの大切さ・こころの健康
に寄り添う特集コーナーを設置します。慌ただし
い日々に少しホッとできる時間をつくりませんか。

▶３月自殺対策強化月間「こころの本棚」

高学年の部（低学年の部は次号で紹介予定）

上原愛華さん
（福島小６年）

題名 「チュソク（お盆）の風景」
書名 『ソリちゃんのチュソク』

植松結希歩さん
（福島小６年）

題名「つながる心」
書名 『那木野、伝説の森で』

▶甘楽郡小学校読書感想画・最優秀作品

木こ
び
き
ち
ょ
う

挽
町
の
あ
だ
討う

ち

永
井
紗
耶
子
著
／

新
潮
社

天て
ん
ま
く幕

の

ジ
ャ
ー
ド
ゥ
ー
ガ
ル
②

ト
マ
ト
ス
ー
プ
著
／

秋
田
書
店

体
が
整
う
と
っ
て
お

き
の
し
ょ
う
が
レ
シ
ピ

森
島
土
紀
子
著
／

ナ
ツ
メ
社

10
代
の
た
め
の
コ
コ
ロ

と
カ
ラ
ダ
の
整
え
方

吉
田
誠
司
監
修
／
メ
イ
ツ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

と
ん
で
や
す
ん
で

か
ん
が
え
て
…

五
味
太
郎
作
／

偕
成
社

あ
ず
き
の
あ
ん
ち
ゃ
ん

ず
ん
ち
ゃ
ん
き
ん
ち
ゃ
ん

と
み
な
が
ま
い
文
／
植
垣

歩
子
絵
／
福
音
館
書
店

新進気鋭の時代小説家、
誕生！

町出身の著者の話題作・マ
ンガ大賞2023ノミネート中！

心と身体はつながってい
る（こころの本棚）

もっと手軽に、毎日食べ
たくなるショウガレシピ

あずき兄弟、それぞれの
ねがいは…

ことりさんはちょっととん
で、ちょっとやすんで…

連載No.7

プ
レ
ア
ラ
イ
バ
ル
コ
ー
ル
と

　
　
　
　

救
急
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

No imageNo image

No imageNo image

No imageNo image
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◆場所 甘楽町大字天引386-1
◆名称　天引地域防災コミュニティーセンター
　　　　（旧消防団詰所）
◆広告スペース
　建物外壁北面の中段（写真のオレンジ色部分）
◆広告区画の大きさ（最大）
　１区画（AB各）　　縦1.8ｍ×横3.6ｍ　以内
　２区画（AB両方）　縦1.8ｍ×横7.4ｍ　以内
◆広告料　１区画（AB各）　　月  5,000円
　　　　　２区画（AB両方）　月10,000円

◆賃貸借期間　別途契約締結（最低1年）
◆掲示の方法
　•広告主が広告を用意して壁面に取り付けます。
　•広告主が屋外広告物許可の申請手続きを行います。
　• そのほか賃貸借についての条件などは決定者と
協議します。

◆その他
申し込み多数の場合、選考などにより決定します。

◆申し込み・問い合わせ
　総務課庶務係 ☎74-3131

■ 総務課庶務係 ☎74-3131

甘楽町安全安心メール
町の火災防災・防犯・行政情報をいち早く受信

　防災行政無線の放送内容は、安全安心メー
ルでも配信しており、災害時などの情報収
集に活用できます。ぜひご登録ください。

◀２次元コードを読み取り、
空メール（件名・本文不
要）を送信してください。

防災行政無線で放送した最新の内容を電話で確認できます。
放送内容をもう一度確認したい場合にご利用ください。

☎0274☎0274 --7474 --64666466
（通話料がかかります）（通話料がかかります）

防災行政無線テレホンサービス防災行政無線テレホンサービス

防災行政無線の
自動音声応答サービスをご利用ください

登録者数は3,811人
（２月15日現在）

　返信メールが届いたら、案内に従い登
録をお願いします。メールが届かない場
合は受信できるよう、お持ちの携帯電話
の設定変更を行ってください。

防
自自

 町有施設の壁面に広告を掲載しませんか

甘楽

スマート
IC

小幡方面

B A

甘楽町役場から
お知らせします。

町政の動き
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富
岡
市
）

が
閉
所
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
西
部
出
張
所
の
閉

所
に
よ
り
、
町
は
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

本
所
の
管
轄
と
な
り
ま
す
。
行
方
不
明

に
な
っ
た
飼
い
犬
飼
い
猫
の
問
い
合
わ

せ
な
ど
は
、こ
ち
ら
に
お
願
い
し
ま
す
。

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
本
所

佐
波
郡
玉
村
町
樋
越
３
０
５
‐
７

☎
０
２
７
０
‐
７
５
‐
１
７
１
８

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
交
付

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は

義
足
や
人
工
関
節
を

使
用
し
て
い
る
人
、

内
部
障
害
や
難
病
の
人
、
妊
娠
初
期
の

人
な
ど
、
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
が
外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
い

人
が
、
周
囲
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助
が

得
や
す
く
な
る
よ
う
作
成
さ
れ
た
も
の

で
す
。

対
象
者　

県
内
に
居
住
し
、
援
助
や
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に

知
ら
せ
た
い
人

申
請
方
法　

交
付
窓
口
へ
申
し
出
て
、

所
定
の
「
確
認
票
」
に
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
着
け
た
人
を

見
か
け
た
際
は
、
電
車
内
で
席
を
ゆ
ず

る
、
困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
声
を

か
け
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

交
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽　

福
祉
課
福
祉
係　

☎
(67)
５
１
６
２

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
〜
７
日

　

空
気
が
乾
燥
し
や
す
く
強
い
風
が
吹

く
時
期
で
す
。
ひ
と
た
び
火
災
が
起
き

る
と
、
大
き
く
燃
え
広
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
火
災
予
防
と
し

て
、
家
庭
内
で
、
４
つ
の
習
慣
、
６
つ

の
対
策
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
４
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
し
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
周
り
の
片
付
け

・
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
な
い

・
コ
ン
セ
ン
ト
の
整
理

☆
６
つ
の
対
策

・
安
全
装
置
付
き
機
器
の
使
用

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
、
交
換

・
防
炎
品
の
使
用

・
消
火
器
の
設
置
、
使
用
方
法
の
確
認

・
避
難
経
路
と
、
避
難
方
法
の
確
認

・
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策

　

大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
家

族
や
地
域
で
火
災
予
防
の
意
識
を
持

ち
、
高
め
合
い
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部　

予
防
課　

☎
(62)
４
３
０
６

自
動
車
安
全
運
転
支
援
装
置
に

対
す
る
補
助
を
終
了
し
ま
す

　

町
で
は
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
、
70

歳
以
上
の
人
が
自
家
用
車
へ
「
安
全
運

転
支
援
装
置
」
を
設
置
す
る
場
合
に
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
こ
の
装
置
を
搭
載
し
た
自
動
車

が
広
く
普
及
し
た
た
め
、
補
助
金
の
交

付
申
請
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

申
請
期
限　

３
月
31
日
㈮

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
庶
務
係

☎
(74)
３
１
３
１

長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
特
別
展
示

　

～  

春
は
　
る  

来
き
　
た  

る  

～

期
間　

４
月
23
日
㈰
ま
で

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

休
館
日　

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

観
覧
料　

２
０
０
円
（
高
校
生
以
上
）

問
い
合
わ
せ

長
岡
今
朝
吉

記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☎
・
FAX
(74)
７
５
７
５

甘
楽
町
読
み
聞
か
せ
の
会

「

春
の
お
は
な
し
会

」

期
日　

３
月
18
日
㈯

時
間　

午
後
２
時
〜
（
90
分
程
度
）

場
所　

ら
・
ら
・
か
ん
ら
２
階

★
人
形
劇

「
う
さ
ぎ
と
か
め
」

★
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー　

「
お
お
か
み
と
７
ひ
き
の
こ
や
ぎ
」

「
さ
ん
ぽ
」

★
お
た
の
し
み
工
作

「
と
び
だ
す
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
♪
」

問
い
合
わ
せ

甘
楽
町
図
書
館
／
ら
・
ら
・
か
ん
ら

☎
(70)
４
６
６
０　

FAX
(67)
７
３
３
２

No.1238おしらせ版
※  新型コロナウイルス感染症の状況により、掲載した
　  情報は変更または中止になることがあります。

ヘルプマーク

動画約３分
（字幕あり）

パンフレット
　   画像

群馬県動物
愛護センター
トップページ
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介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

町
で
は
第
９
期
介
護
保
険
計
画
策
定

に
向
け
て
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
把

握
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
者　

町
内
に
在
住
の
65
歳
以

上
の
人　

１
４
０
０
人　

※
無
作
為
に
抽
出

調
査
時
期　

令
和
５
年
３
月
中

調
査
方
法　

調
査
票
が
郵
送
さ
れ
た

ら
、
回
答
を
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
に
よ
り
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

に
こ
に
こ
甘
楽

福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
(67)
５
１
８
２

町
内
４
郵
便
局
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
実
施
中
！

　

３
月
31
日
㈮
ま
で
、
町
内
４
郵
便
局

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
郵
便
局

の
職
員
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
に
使
用
す
る
顔
写
真
の
無
料
撮
影
や

申
請
書
の
記
入
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
事
前
予
約
不

要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

受
付
日
時　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時　

※
祝
日
を
除
く

対
象
者

①
甘
楽
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
申
請
後

２
カ
月
以
内
に
転
出
の
予
定
の
な
い
人

②
申
請
者
本
人
（
15
歳
未
満
の
人
は
法

定
代
理
人
と
と
も
に
）
が
郵
便
局
の
窓

口
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
人

持
ち
も
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
※
付
き
交
付
申
請
書
（
申
請

書
が
な
い
場
合
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
）

実
施
郵
便
局

秋
畑
郵
便
局　

☎
(74)
９
０
０
１

小
幡
郵
便
局　

☎
(74)
３
１
７
５

福
島
郵
便
局　

☎
(74)
４
３
３
２

新
屋
郵
便
局　

☎
(74)
４
３
３
１

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
開
始
す
る
消
費

税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
か
ら
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
ま
で
説
明
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
24
日
㈮

①
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
２
時
〜
３
時

※
①
②
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

場
所　

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
七
日
市
４
０
０
‐
１
）　

３
階　

第
三

会
議
室

定
員　

各
回
25
人
（
事
前
予
約
制
）

申
込
期
限　

３
月
23
日
㈭

※
開
催
情
報
の
詳
細
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署　

法
人
課
税
部
門　

☎
(63)
２
５
２
４
（
直
通
）

自
動
車
の
名
義
・
住
所
変
更

抹
消
登
録
は
３
月
中
に
！

自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
車
検
証
に
登
録
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
場
合
や

住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
３
月

31
日
㈮
ま
で
に
運
輸
支
局
で
登
録
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

▼
自
動
車
税
に
つ
い
て

富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
(63)
２
２
４
５

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７
‐
２
６
３
‐
４
３
４
３

▼
登
録
手
続
き
に
つ
い
て　

群
馬
運
輸
支
局
登
録
関
係
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
２
１

    
           

募　

集

募　

集

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

【
中
学
校
用
務
員
】

勤
務
内
容　

施
設
の
維
持
管
理
、
学
校

内
全
般
の
雑
務

契
約
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
〜

令
和
６
年
３
月
31
日

勤
務
時
間　

７
時
間
30
分
（
時
間
帯
は

学
校
が
指
定
）

募
集
人
員　

１
人

報
酬　

月
給　

14
万
５
２
５
８
円

手
当　

期
末
手
当
（
年
２
回
）、
通
勤

手
当

申
込
期
限　

３
月
13
日
㈪
【
必
着
】

申
し
込
み
方
法　

履
歴
書
（
市
販
）
を

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
課
学
校
教
育
係

〒
３
７
０
‐
２
２
９
２　

甘
楽
町
大
字
小
幡
１
６
１
‐
１

☎
(64)
８
３
２
３

便
局
の
窓

おしらせ版
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小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
申
請

の
追
加
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

　

町
で
は
、
一
定
金
額
以
下
の
少
額
の

工
事
や
物
品
購
入
な
ど
の
見
積
も
り
合

わ
せ
に
参
加
で
き
る
「
甘
楽
町
小
規
模

契
約
希
望
者
登
録
」
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

町
が
発
注
す
る
工
事
や
物
品
購
入
な

ど
の
契
約
に
つ
い
て
は
、「
甘
楽
町
建

設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
」
に

登
載
さ
れ
た
人
、
ま
た
は
「
甘
楽
町
小

規
模
契
約
希
望
者
登
録
」
を
し
た
人
を

対
象
と
し
ま
す
の
で
、
令
和
５
年
度
の

参
加
を
希
望
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　

３
月
15
日
㈬
〜
31
日
㈮　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時

※
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

申
請
方
法　
「
甘
楽
町
小
規
模
契
約
希

望
者
登
録
申
請
の
手
引
き
」
を
ご
覧
い

た
だ
き
、手
引
き
「
別
表
」
の
書
類
（
指

定
様
式
な
ど
）
を
添
付
の
上
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
手
引
き
と
指
定
様
式
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

登
録
を
必
要
と
す
る
業
種
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

契
約
対
象
額

◆
工
事
、
製
造
請
負　

１
３
０
万
円
ま
で

◆
物
品
、
消
耗
品
購
入　

80
万
円
ま
で

◆
業
務
委
託
、
保
守
点
検
な
ど
50
万
円
ま
で

有
効
期
間　

令
和
５
年
５
月
１
日
〜
令

和
６
年
４
月
30
日　

１
年
間

提
出
先

企
画
課
財
政
係

そ
の
他　
次
に
該
当
す
る
人
は
申
請
不

要
で
す
。

①
今
後
、
群
馬
県
へ
入
札
参
加
資
格
申

請
（
追
加
分
）
す
る
人

②
昨
年
、
群
馬
県
へ
入
札
参
加
資
格
申

請
（
定
期
分
）
ま
た
は
町
へ
小
規
模
契

約
希
望
者
登
録
申
請
（
定
期
分
）
を
し

た
人

※
町
で
は
令
和
２
年
度
か
ら
「
ぐ
ん
ま

電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
課
財
政
係

☎
(74)
３
１
３
４

    
           

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

遺
言
書
作
成
講
座

〜
遺
言
制
度
を
活
用
し
て

　

面
倒
な
相
続
手
続
き
を
円
滑
に
〜

日
時　

３
月
19
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
50
分

場
所　
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
ヴ
ァ
ン
ヴ
ェ
ー

ル　

孔
雀
の
間

定
員

30
人
（
申
し
込
み
順
）

講
座
内
容　

①
「
寸
劇
で
分
か
る
遺
言
制
度
」　

②
「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
と
相

続
登
記
義
務
化
」
講
師
：
前
橋
地
方
法

務
局
富
岡
支
局
長　

町
田
道
昭
氏　

③
「
公
正
証
書
遺
言
」
講
師
：
富
岡
公

証
役
場
公
証
人　

鈴
木
朗
氏

④
「
遺
言
書
作
成
体
験
」

⑤
「
居
残
り
相
談
会
」

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

３
月
17
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
行
政
書
士
会
富
岡
支
部　

吉
岡

☎
０
５
０
‐
５
２
１
５
‐
９
２
８
３

    
           

試　

験

試　

験

令
和
５
年
度
（
２
０
２
３
年
度
）

国
税
専
門
官
採
用
試
験

国
税
局
や
税
務
署
に
勤
務
す
る
国
税

専
門
官（
国
家
公
務
員
）を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

1
平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

2
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

次
に
掲
げ
る
人

①
大
卒
者
お
よ
び
令
和
６
年
３
月
ま
で

に
大
学
卒
業
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
人

申
し
込
み
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
20
日
㈪【
受
信
有
効
】

第
一
次
試
験
日　

６
月
４
日
㈰

問
い
合
わ
せ　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１

（
内
線
２
３
３
２
）

令
和
５
年
度
（
２
０
２
３
年
度
）

国
家
公
務
員
採
用
試
験

▼
総
合
職
試
験

（
院
卒
者
試
験
、
大
卒
程
度
試
験
）

受
付
期
限　

３
月
20
日
㈪

第
一
次
試
験
日　

４
月
９
日
㈰

▼
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

受
付
期
限　

３
月
20
日
㈪

第
一
次
試
験
日　

６
月
11
日
㈰

▼
一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
、社
会
人
試
験（
係
員
級
））

受
付
期
間  

６
月
19
日
㈪
〜
６
月
28
日
㈬

第
一
次
試
験
日　

９
月
３
日
㈰

申
し
込
み
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

人
事
院
関
東
事
務
局

☎
０
４
８
‐
７
４
０
‐
２
０
０
６
〜
８

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）　FAX  67 - 7066（代）

年
度
）

年
度
）
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広　告

　４会場に約2,000体の雛人形を展示
しています。ぜひご来場ください。

■ 教育課文化財保護係 ☎64-8324

旧甘楽第二中学校校舎（無料）
旧小幡藩武家屋敷 松浦氏屋敷（無料）
国指定名勝 楽山園（入園有料）
甘楽町歴史民俗資料館（入園有料）

会 場

時 間　午前９時～午後４時

　  詳しくは町ホームページをご覧ください→

甘楽の雛祭り ４月９日（日）
まで開催中

28広報かんら／2023.3.1


